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	第４章　道路台帳システムの入力項目内容とその説明
	１　概要
	（１）道路現況総括原票
	ア　入力コード
	（ア）作業区分
	（イ）原票区分
	（ウ）単位区分
	イ　基本コード
	（ア）事務所コード：「第５章　コード表」による
	（イ）支所コード　：「第５章　コード表」による
	（ウ）路線番号　　：「第５章　コード表」による
	（エ）ブロック　　：以下のように記入すること。　５B→０５
	（オ）ユニット　　：以下のように記入すること。　７U→０７０、２-１U→０２１
	（カ）分割番号

	ウ　基本データ
	（ア）市町コード　：「第５章　コード表」による。
	（イ）大字コード　：「大字コード表」による。
	（ウ）現道・旧道区分
	（エ）上下線区分
	（オ）一方通行区分
	（カ）路線分割
	（キ）有料・無料区分
	（ク）有料道路番号
	（ケ）自歩道専用区分
	（コ）自動車専用区分（P.5-9参照）
	（サ）地形区分
	（シ）区間延長

	エ　幅員データ
	（ア）各種幅員データ

	オ　構成要素
	（ア）建設年次
	（イ）基本分類
	（ウ）箇所区分
	（エ）区間状況
	（オ）改良・未改良区分
	（カ）車線数
	（キ）歩道種別
	（ク）曲線半径
	（ケ）縦断勾配
	（コ）交差箇所数（道路部）
	（サ）交差箇所数（鉄道）
	（シ）立体横断施設箇所数
	（ス）バス路線
	（セ）異常気象時通行規制区間
	（ソ）地震緊急輸送路
	（タ）都市計画・市街化区域区分
	（チ）照明施設数
	（ツ）路側状況

	カ　舗装関係データ
	（ア）変更区分
	（イ）路面種別
	（ウ）元号
	（エ）年

	キ　交通量関係
	（ア）前回交通量
	（イ）今回交通量
	（ウ）観測地点

	ク　植樹施設
	（ア）施設
	（イ）植樹内容

	ケ　路線接続
	（ア）県名・市町名コード
	（イ）事務所・支所コード
	（ウ）路線番号
	（エ）ブロック番号
	（オ）路線分割

	コ　ブロック重用
	サ　占用物件

	（２）橋梁原票
	ア　入力コード
	（ア）作業区分
	（イ）原票区分
	（ウ）単位区分

	イ　基本コード
	ウ　橋梁名称データ
	（ア）橋梁番号
	（イ）橋梁名称（カタカナ入力）
	（ウ）橋梁名称（漢字入力）
	（エ）箇所名

	エ　構造形式等
	（ア）橋梁種別
	（イ）路面位置
	（ウ）使用材料
	（エ）構造形式
	（オ）床版材料
	（カ）下部工基礎
	（キ）下部工構造
	（ク）適用示方書類
	（ケ）橋格
	（コ）耐荷荷重
	（サ）現況
	（シ）通行制限内容
	（ス）最大支間長
	（セ）径間数
	（ソ）検査路

	オ　他域データ
	（ア）県名・事務所名・市町名コード
	（イ）路線番号
	（ウ）路線分割
	（エ）他域橋長
	（オ）管理者コード

	カ　属性
	（ア）河川名コード
	（イ）道路名コード
	（ウ）鉄道事業者名コード・鉄道線名コード

	キ　維持管理関係
	（ア）塗装面積
	（イ）変更区分
	（ウ）塗装種類
	（エ）塗装年次
	（オ）補修の有無及び年度

	ク　耐震対策
	（ア）落橋防止（橋座拡幅・変位制限構造・落橋防止構造・その他）
	（イ）橋脚巻立材料
	（ウ）橋脚補強時期
	（エ）橋脚補強適用基準


	（３）トンネル原票
	ア　入力コード
	（ア）作業区分
	（イ）原票区分
	（ウ）単位区分

	イ　基本コード
	ウ　トンネル名称データ
	（ア）トンネル番号
	（イ）トンネル名称（カタカナ入力）
	（ウ）トンネル名称（漢字入力）
	（エ）箇所名

	エ　構造形式
	（ア）トンネル分類
	（イ）有効高さ
	（ウ）有効幅員
	（エ）有効面積
	（オ）壁面区分
	（カ）現況

	オ　他域データ
	（ア）県名・事務所名・市町名コード
	（イ）路線番号
	（ウ）路線分割
	（エ）他域延長
	（オ）管理者コード

	カ　内部施設
	（ア）照明施設
	（イ）換気施設
	（ウ）通報装置（非常電話・押しボタン式通報装置・火災感知器）
	（エ）警報装置（警報表示板・点滅灯・音発生装置）
	（オ）消火設備（消火器・消火栓）
	（カ）その他設備
	（キ）トンネル等級区分


	（４）踏切道原票
	ア　入力コード
	（ア）作業区分
	（イ）原票区分
	（ウ）単位区分

	イ　基本コード
	ウ　踏切道名称データ
	（ア）踏切道番号
	（イ）踏切道名称（カタカナ入力）
	（ウ）踏切道名称（漢字入力）
	（エ）箇所名

	エ　鉄道事業者等
	（ア）鉄道事業者名・鉄道線名
	（イ）単複線区分

	オ　踏切形式等
	（ア）踏切道種別
	（イ）歩道施設
	（ウ）見とおし距離
	（エ）対道路幅員差
	（オ）交差角度
	（カ）道路勾配
	（キ）交差点距離
	（ク）遮断時間


	（５）キー変換原票
	ア　処理区分
	イ　パターン
	ウ　旧コード・新コード

	（６）起・終点変換原票
	ア　処理区分
	イ　パターン

	（７）枝番振り直し原票
	ア　処理区分
	イ　パターン

	（８）ユニットの変更の仕方
	ア　改良による変更
	（ア）旧ユニット　11を改良した場合
	（イ）旧ユニット　２・３・４を改良した場合
	（ウ）旧ユニット　７の内を改良した場合
	（エ）旧ユニットが枝番25-２を改良した場合

	イ　舗装による変更
	（ア）図A
	（イ）図B・図C
	（ウ）図D・図E
	（エ）図F・図G・図H
	（オ）図I
	（カ）旧ユニットが枝番のものを舗装

	ウ　その他・注意
	（ア）ユニット番号は３桁で構成し末尾１桁を枝番とする。新規道路台帳作成時には使用しない。
	（イ）ユニット番号は起点から上昇配列とする。





